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本論文は情報処理出力表示用AC プラズマディスプレイパネル(以下 PDP と略す)の駆動安定化
に関したもので，第 1 編 4 章，第 2 編 5 章:fJ'よび総括とから構成している。
第 l 編はマトリクス制御形 PDP のうち，低電圧，長寿命な MgO 保護膜をもったパネルの動作電
圧範囲拡大方法について検討結果を述べている。
第 1 編緒論ではAC PDP 研究の歴史，特徴，問題点を挙げ研究の取り組み方を述べている。




















( 2 相 X2相形)セルフシフトプラズマディスプレイを述べている。これはセルフシフト方式の問題














2 )セルフシフトプラズマディスプレイの開発を行い 駆動回路の簡単化と，メモリ AC プラズマデ
イスプレイの構造の簡単化 低価格化を実現している。
3 )今までの厚膜電極と代わって，薄膜電極材料を写真製版技術によって加工することを行い，さら
に新たに所謂， ミアンダ型電極構造を開発することによって解像力が大きく，且つシフトライン聞
の飛び火現象を防止するディスプレイの開発に成功している。
以上のように本論文はその利用が益々期待される AC プラズマディスプレイに関して多くの新知見
を与えると共に，その実用化に大きく寄与するものであり，学術ならびに工学上貢献するところが大
きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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